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まき網漁業についての実態調査報告－1

小　　　　林　　　　稔
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目　　　　的

本県に封ける大中型憎さ網漁船は，昭利42年11月現在87隻を数え，殆んど2そうまきによって北部

太平洋海域（千葉県から青森県）で広く操業している。その対象魚種もイワシ類，サノミ，ブリ類，カツオ，

マグロ類と多く，本県漁獲高の約5軌　その金額において約5割を占める重要を漁業となっている。

しかしをがら，規模が網船2隻，運搬船5～4隻，網5～る銃と大きいので年間経費も年々かさみ，また

人員確保に困難をきたしている実情であり，tl）省力機械の導入（211そうまきへの転換が必要とされている。

まき網漁具漁法を研究するにあたれ　先づその実態を知るべく，波崎，磯浜，久慈，大津の4地区からそ

れぞれ2－5隻の標本船を抽出して合計18隻の漁携長，網大工から聴取調査を実施したので報告する。

結果及び考察

Ⅰ　漁横長からの聴き取り調査結果

本県におけるまき網漁業怯　旧来からのイワシ主体の操業が昭和58年頃からサバ主休の操業におきか

えられたが，いぜんとしで漁横長の経験と勘による操業であって，その巧拙は漁獲量に大きく影響すると

ころから，漁横長の漁場の選定，魚群探索，投網の時点，柳の速力等を聴き取り，以下はそれらの結果

をとりまとめたものである。聴き取り札　主に茨城海面沖のサバを主体とした操業について行なった。

1．魚群発見瑳

tl）漁場が形成されていない海域を単独で調査することは殆んど充く．各船とも前日なり時化前の漁場

へ直行し，付近で発見なければ汐の流れ，水濫変化を考察して200m等深線沿いに南北に調査する。

また他船との合同調査はせず，各船の動きを視認ないし無頼連絡によって動静を把み，ある船が棚

すればそこへ直行するのが例である。これらの場合網船の指揮により所属船は適当に間隔をおいて発

見に努める。

鳥付，ザラギ（水面下の魚群によって水面にサザナミの立っている状態），色群等の発見に努める

のは勿論であるが，水洗50～d Om以裸は魚操をかけ放しにし殆ど魚探反応によって投網の決断を

している。

魚探は昭和22－25年頃から吊いられはじめ，昭和57～58年境には全船装備にいたった。

仰網船と手品発見の慶合札網船の速力が速い場合は網船による発見が多く，魚操船として調査専

門船を仕立てている塘団では手船の発見が多くをっている。

準　手船；網船以外の運搬船，魚挟船の総蘇
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2．・莞描方法

〔1）サバの遊泳は蝿に余り形巷されたいが，色群の・勒合ないし楓の頒山場イ帥二は軒下に向う傾向があ

る。上目蝉と鴨にはt抽二伺う。一一吋膵吐乳Lりすろ（■■一案瓢樽上りするのではたく湖され太い明確汐

に揮う1のか7、・tl■即を占める。

葦色庫：魚津外宮∵して生むたしているもの

は、・馴渦は風力5以‾卜裾岩f坤こ1二浸り，その内でもやゝ強いと判明すれば楓．波を晋に草けて魚の咄き，

汐力流れも∵考鳳′二入れずJL錮燕‾為。

－一般′jノ二【…一二日：夏日（7）如く魚伴の先．堀が投綱川の半径な7対5に庵分

ける点で．・之干潮：‾1柑するが，このりや一十眈ノ了毎で5～4ノットの

速力でそれ以碩廿‾丈．スローとする．－．

魚群の足が早しへ場合に血走張り十J弼仁、；く」日で梓川叛からスロー

またを：tl：産卸からスロ【とし，魚伴の伍が腺軋JJ給は近張り日当2）

とし五戒招納する。瀕の上とか水津の浅い処では全速・は網が刷りで

ある。

（3）段綿するかどうかの．央断をするときは，勿論各船の漁瑚ないし苗

り調楢呑＿1考え魚煤垣爪音犀．て攻めているが，反応鶴見ノ畑互まちまち

てこや）ろ。

5．　舶右終丁・一g：仁）往‾功

用附、酬■・■＝小村瀾舶用・，　　　　√

〇三
日〔tパー・心軌鮎肌rll汗′■明輝＝〟、

ぅ．1位什ト一・棚I．〟－5洩

脚埼力形軋　れてしへれば1紬入れた隼，付点で各般稚菜するのでそ

こり相即ナ向むl‾iL・■ノ1子める。すなわち良雄のけが永フナ向む早く見定めてその

′・rJ・r．りいな媒介㌻る．，、J‾二号た一一一翫串かつ将．か－1た船の付近を凋査し発見

′たけれげ，掛i榊）舶肘、ち丘上りか廻一一、で糾代の‥冊用へ困る。

4，1吋‾－1・‡⊥一三グループの有子．旧二

川太、ド祥各胎問の連粁ぐ帝珠グループは柔い。また叫殊暗号抹イ重用してたいが，符地に・掛取交換船

か♪しへてしへて，千弘　称ご了iノー刷の情榊な入れている。何機操船も茨城海面で雄渾しているので大方の棒

ゴノラLL結わかる。

5．1姉川りH増水銭金鱒

抽√代1億日とし，け軌rH．51㌧エj－1け、ら2億日である。

占．よこ二戸　　ノ葎

・結斗甘軋楓′⊂よ／）て信差か城川－∴財でたいが，瑚虜は占，0［0～R、000万円見当である。

ス　パUt里　ノ▼

舟・車緋．＝■ィ、止

（？7．．1叫＝■射‾一しの1■揖肯低‾卜

√

「＼
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（3）休軒毀巌と紬恥呆謹

（4：I　汐流‾計，省力磯椀のIi射た

（51賃金および食i鋸）′甘‾佃向上

掩1トン掛軍層州せ半減区r‡！圭圭か上び棚Jニパ〔′■）推せん航路設定

Ⅱ　舶大工からの頼取れ町杏

本県卜の大中型まき紳11‾損対隼魚袖が　セグロイワッからマグロ薙ほで多灘鉦′一）ため1ケ絹の杭で敗ケ

鴎の綱を所持している。

叫地は慨雁拉グロ24私　人十日ワシ1占姉　小サバ10～12塙　大サバ8描，ブ1トカツオ2．5～

5．5寸臼である0

その言；■持†・，製作は離大工が予一班叫直（了パ手　り胴最，大手）および瑞紆互普摺りの勅乾とlヰ介1ざれてい

る。鵡仕立ての良否が人きく漁船ノここ附きするもの止し一肌こイ上立直しな美施している嗅雄で，刷れ黒酢招

計については公伸されることな掛主に∴恐れる相同があり，本聴き収りについても充分紺用まで聴き範か査

かったものもある。しかし地域性ないし柑′‘二端徴的離渦が見当らたか′－たところから珊1■ないしノ情報の交

換れなされているとみられる。

け）如　　地

一時テトロ二／が使用されたが衝撃および寮三外線に易いといわれ，吸水性が少なく，かつ水きれが良い

ところから舶糸は殆ん．一一二ナイ【コソ‾射■机目して1・晶ふれ　沈‾卜Ⅰ・お宅が帆▼、としへうことかJ＿）r十ナノ＿了，沈十かつ

1郷にクレモナたいしクー　ご亡ナjllを杜仲したも。つがめる。

離日は本県沖の小サバ宮津′．・汗H二圧‾人体10・㌧12的な梢い，八／一二」1′■中臣よこ樟淋十沖ではBl■j■いと．■1＿紺lして

いるのが普鴻であるが，本砧■巨ごも鋸■桁む1■・．小机ている一・三浴カもる」．

（91細の形状および大きさ

綱の大きさについて軋　太　い帖∃、穂があるとへ1．か次パリ′大きくする帆刷ここそっ・ふく，轟■はについても

同株である。親の漸i一当市■－F．■け川‾㍊18～15トンノ射つ，糾相集

について沈船の安全性かこてrノ繍持すノ：，′か叛があ・二／■Jうし－．

朗の形状について扶右の4つに二大什丁　ふれ　いづれの形状

が良いかは論議が多し（。（ロー：：丹廿こついて止，イワシをまい

た折に吹肘部分が運湖畔とたり甘い轟粟が出ていたため・にその

形を承適したものと．LU．わかズーLJ

（3】締　　結（イセ）

イセは渾子方で2‘剖5分～4割2介．沈イ斗■で1調2分～5

割7分と巾があり，パソープロックないしサイドローラ他日岬

の純のイセが隼射こ変っていふとい　例仁しないこつ

棚・繹　　子

細地5棚に現しノ12、1月が月ノ二鴫々一一一一一1i三い〔いろ。



～52－

小林　稔

（5）沈　　子

一人体100匁（575㌢）錦を使印し，片袖および腰までの重量で178～585貫（“0～1458Kク）

と巾がある。沈子電量が多ければ多い程編の沈降が早いので次第に重量を増しているが，操作しにくゝ

なり，また比較的小型原では網の屯量と同様胎の安全性に問預があると思われた。

鳩1軍　　報

絹地5～10間毎に1本の割合で大方クレモナ5分程度のロープを使用している。長さは10尺（約

5m）程寛である。

†7）曳　　綱

アパ手，大手には1寸～1寸2分ローブまたは4～5分ワイヤーを約半丸（100m）使用する。胴

沌5－7分のロープ2本使吊しているのが普通である。

r81リ　ン　グ

大方親子リンクである。

図　5　さ　ば網（B）
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図　5　　さ　ば　網　（N）

ー55－

1■
漁横長からの聴取調査項目

1．二瑚綱船のトン数，罵九　製造年月日，製造場所，船のスピード

2．う肇嫡船　　　　　　　　　　　　〃

5　1割設船　　　　　　　　　　　　〃

4　細船（もやいなした場合）のスピード

5　毀網時のスピード

占　魚操の紙　メーカー，型式

7　長短渡の有無，メーカー，型式

8　ローランの有鴨　メーカー，型式

9　サイドロ【ラーの有無，メーカー，型式

10　パワーブロックの有無，　　ケ　　　〃

11　乗組人数

12　網の大きさ

15　魚群探索方法及頻度

14　投網方法（竹　魚罪の位置，風の方向，汐の方向

（ロ）凧や汐は魚群の行動にどの桜に影響しているか

（′う　漁獲予想量がどれ位の時投網するか

15　揚絹終了後の行動

18　1日の墳高漁獲（今までの繹凍上）

17　船媚の経験年数

18　無線グノレープ

19　問題点
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‡　とし魚繰反応だけによる。

漁場が形成されていないこ

見

　

法

準項を単独で調査するこ

とは先づない。

前日の漁場へ直読し若し

浩場が形成されて、ハ貴い

場合はイ鮎声のコースに重

複したいよう探索する。

；（21比射勺網竜が多い二

とし，魚探によって判断

するが準項形成されてい

ないときは本冶と手船の

拒請謁偏を拡げ（川0～

5DOm）他塩の動きを見；

て重複し覆い標水深をか‡

えて喜筍査ナる。漁場が形

成されている場合は其処

に直航する。

＝（21どちらとも云えたい。

（1）鳥，魚群のイロ，水損を

参考とし魚撲反応による。

棉了月11・2～11・千℃
、、、5月15・占～14・2‾C

＼
1
・
l
■
一
．
′
ノ

ザラギ・忘5月頃でもある

がイロムレは4月項から

見える。傭船との合同調

査はしたいが動きは常に

頭に入れて調査にあたる。

r21手船の方が多い。

l

人1　　人：　　人；
21～24115－㌍巨10－15こ

水深．水魔，鳥を参考巨）楓水色・鴫鳥

とし魚探による。！付，バラギ等を参考とし
1

20c m等深線（150～し　て魚探反応をみる。

250臓副を南北臓ミ水牛2月川05い｝∴・⊂ユ1

至　酎、、5月155～142℃丁。

他船と合同調査はし

（21幸治の方が多い。

q
J

0
（恵 他船との合同調査はしな

い。

1手船が多い。
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tl）風は余恒関係なれ

佗　ボンデソを魚凍反応の

地点におとし群の速さを

概算する。風について技

手胎の多いときは考えに

入れ夜レ。足の逮ハとき

妄調査畑　　　A

‖1）風の軒ユ場合風下に下軸

っている場合もあるが－‡

般的には（7－1㌢劃‖汐t

上りする。

乳，汐つち牒頭凋錐毎日

方

法

魚の寿ぎに逆らって張る。

風bウネリのある場合，

ウネリに立たせる。（魚

l　の汲ぎ忙無関係）

再　投網の毎まで皮　～4

ノット，その後はスロー，

ストップの連絹。

（41亀譲反応で深さ20～

B

風しっ影率は余りない

朝は汐に向恒，か加時は

太揚石句に向う。

けl　汐早く魚群が早い甥合

は魚群の先端が投網終了

時点に来るまで接近した

ら穀網，足余り早くない

ときは群か投窮終了時閂
、

形の悠通過時に投網する。巳

汐が早いときは汐の方向

を斜め後からうけて投網

する（，

「引　平均5ノット

ご　－　‥、●一　二∴∴
■　合千〆単位

は旋き終る処に免許鋸射

が来たとき直投網する。

遅いときは投網終了時点

から半径の尭魚群が進行

した処で投網開晩

（31平均5ノット，海底凄

いとき全速。

（4）漁況によるが漁況良い

とき万〆単位　悪いとき

2一一5千〆から。

川　風には余り関係しなレ㌔

一一般的には汐上にのぼる。

日出，日人にはヨに向っ

て進む。

矧．風は議礪時楽になるよ

う梶から威可くうけるよ

うにする。投矧ま一般的

には汐上から汐早いとき

はまき終る時点を魚群が

通浄する処から，又汐遅

いときはまき終る時点で

絹の中央に魚群があるよ

う竣絹する。

（31平均4ノット

（4）漁況によるが漁況掛ナ

れば2□0～5nO〆でも設

【　縞する。

日1）今も、了■磯楓二上り

」

　

　

　

－

　

　

　

1

■

■

H

ll　風は余　影挙は夜ノつ。

イロムレの場合は風下

に泳ぐ碩向あり。

（21魚群の方向をさえぎる

3

形に薄絹するが，魚群の

早いときは先端との距離

が5nO～400mで貴巌始

める。魚洋が遅いときは1

2。。～う。。。で輌する。1

）水深の潔しへ処では5ノ

ット，水深の浅い処では

7ノット

棚　掬沢によるが漁況悪い

とき2－5千〆まで没絹

する。

水色，㌦）水深（4月，120－140日）前日の漁場を臥雲に射（lj漁斯つ最酎（〇灘塀、再〉卑猶で探索することは

水温，他霊に働きを参考

ここし，－定木藻から魚探

n等深線）水温（4月，と　諜オンリーで探索。l　直航し50幻ま深浅亀嬢を　ない二水軌水色参考と

15■～15Cの汐境）を

ヽ

1■

■　　　　　　　　　●

かけ放しする。水深（：準㌻　し，140－15Gユ程寛を

「

．　　　　　？

ー

川

ト

．

、
J
／
手
　
薄
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．
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．
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⊆調査船1

ヽ

はかけ放しする。他牧が

魚牒判こあたればその方向

へ直航する。

■21どちちとも云えない。

（3）他船と合同調査するこ

とはない。　　　　　J

●　　b

b

目標にして魚譲反

す。

（2）網船の方が多い。 ‘（2）どちらとも云えをレ。

＿＿　＿　、＿‖＿＿＿J＿＿＿＿　＿＿川．　＿

1■

●

●

L J

■∴、．二・一＼・一　、　　・、　・ざ　　・一・二

に探す。

（2）網船の万が多い。　恒不眠

網

方

tl）鳳は余り関係ない。イ

ロムレは風下に向う傾向

あり。

脚　風は全々計算に入れな

い。魚群は汐上にのぼる

傾向があるので汐上より

投網する。

（314ノット位

l　　ブリ・カツオの場合

1　　　　75、8ノット

≡（41漁況に応じ悪いときで

5DO、1000〆

tl）風は無関係で汐上に上

る傾向あり。

r217～8割は魚の群泳と

逆方向から担税っ

風浪ある場合はナ、メ後

方から受ける様に入れる。

恒）約4ノット

晶執ま反応が薄くとも入

絹するときがあわ，日中

は反応濃くとも人絹しな

いときがあるので別に最

低の決めはせず各船操業

の情報より少いと見れば

入れなレ㌔

ll　風は余　関係はないが

イ口許の場合風下へ向う

のが多い。汐に対しては

tl）風は無関係。汐流　水

海に関係し一般的に汐上

りする。

逆うのが例である。　　目釘　風は計算に入れをい。

佗1反応あればボンデンを

入れて進行方向を確かめ

足早いときは先頭が投網

終了時点から円の5割方

進行した処まで接近せば

棚開始。足遅いときは

網の真申に売る様孜処ま

で讃近して設親〕

（3）網の塞までは全速，あ

とスロー（5ノット位）

」（4）500～1・000〆が最低

一般的には汐上から汐

下へ没鈍

く3）平均4．5ノット

〔41魚探反応で横巾1～1．5

分，深さで50mあれば

投網。

（11風には影響されない。

汐上りするのが獣通で

ある。

（針　成可く汐上から入れる。

魚の動きだけで楷網方

向を決め，鳳，ウネリは

計算には余り入れない。

（3）平均2－5ノット

㈲　魚探反応

l　頒巾　50m

（参考）これで海底と同じ璽　深さ15～20m

程寛の色で2万〆　1津軽海底比嘆悠～尭

傾度の色で4～5千〆 を最低としてい

る。
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K　　　　】　　　L l

H i・・・、√－‥　∴：‥　1　－、：　－∴二、、－　日

によって探す。他船

と合同調査はないが

他船の授業を参考と

する。

（21網謁が多い

（1）イロ群は風下へ，

一般には汐上＼効く。

嘲　魚の動き主体だが

イロ群の場合網の真

申に魚群をおいて投

網，足早い場合は投

網終了点を魚群先端

が通過するまで接近

したら投網。鳳が強

い場合風上から風下

へ投網することちれ

（引　一般的には5～4

ノット

う

とはない。各船操業！

を塘めたらその方向

の先を撰す。魚裸オ

ンリー。

†2■l　手船が多い。

（ll　風の影響はない。

一般には汐上カ（8

IA

前日の漁場を日湾

とするが，亀，イロ

を脅す。魚裸はかけ

放し，

水潔　4～5月

18・・－17C

8月20～211C

158－2DOm等深線

中心に探す。

い2－手箱の方が多い0

～9割）夜汐下りす…

る4月頃から天候副

定期に入力全体とし

ては北上する。5～

8月から兵汐となる

ので北から投網。

佗1風の方向は無視し

て魚の動きだけをと

らえ，足早いときは

投網終ったとき魚群

が網をかはす程変に

tい　8月は北上翔であ

るが棲部的忙見れば

汐上にのぼる，汐上

にのぼると云うより

汐に卦とされない程

変に立てている状態

。　　イロ辞は風下

へ，その他は風は余

り関係ない。日没時

に日に向う。イワシ

の場合更に顕著であ

る。

N

（ll　水温　水色，季節

を参考とする。75m

以戌で比凍若し夜い

のでそれ以深は魚環

2

一般的ては船と魚l

1

．　1

1目　前Rの漁況によ

る。時期により等

洗練を目標に魚深

オンリーで探す。

かけ放し。

水海㌍15十鰍
初（北上崩）

区別は出来ない。

体は汐上りする。没

縄したことがわかっ

た場合，又魚輔に魚

群があたれば逸散せ

ず一般的には沈下す

る。

（21風は無視して魚の

進行方向だけから見

て汐上から投網，一

般的には投網から投

舶終了点までの距離

を魚群が7：うに振

ヽ

鳳は余り関係夜

い。汐が早いとき

は魚の足も早い。

「21風は無視する。

汐の速さに関係夜

く投網から投網終

了時点までの距離

を7：うに分ける

処に魚群が来たと

き投網する。

（31綱の毎は半速で

あとはスロー，ス

トッフ。

P

f＝　昨日漁場へ直航す

る。鳥，水風　水衆

参考。

水温4～5月15■C台

8月　22～25、℃

占0　m以浅はあまり

投網しない（魚の動

き早い）のでそれ以

深たら常に魚探を使

用している。

（21手槍が多い。

（11風は余り関係夜い。

イロ許は風下へ。

（21風は見込まない。

一般的には魚群先端

が銅形を5割方進ん

だ処で投軌　早いと

き1～2割，遅いと

き喪中におく。魚群

進行方向わかればそ

‾二一㌦∴
ら投綿（8割）。風；

は7－8mが混変。

亨
コテ　川

＼
二
十
　
こ



b ●

汐の遅いときスロト1

ストップ。

（4）漁況により一既に

は云えない。オカズ

だけでも入れること

がある。

調査船‖

接近したら魚群方向

に遭って投隠　足遅

いときは網の真申で

授組。

（3）平均5ノ・t′ト

（41基準はそいが5月

の時点で†・i亀採反応

で横40S，深さ　5〕

m，潰襲海底の舞≡

匿を最低基準として

しつる。

L＿」

許先端距離及び計割

と投網終7時との比

で7：5，足早いと

きは9：一㌧

執

沌）一概に任云えたいb

魚探反応で進行方向

が確かめられる積た

らは霞絹（辞大きく

動き鈍い）

巷考　輯1九　潔さ

10「∴鴬野濯穿

つ寮（小サバ2万

〆位，∴サバ5－、

8万〆位）

●

分ける地点に来れば214！漁況感ければオ

端は円形の

る）（

く甘14ノ・ソト

4

あて‥
し
軋

5～るコ00〆

〆位としたい。

こき　吊

●

引　d O m以浅全速，

100に以深場投網ま

で全速，あと半速）

4）漁況によるが魚価

良ければ4～5ト ／

E当り10円前后で

あれば10　卜／以上

でないと投網し孜しへ。，

る方向の先端を探す。漁場

形成されないときは200m

等深線沿い探すこ．

（．1）漁場形成され同海区内

で似て漁場なければ薄聾

でも操巣する・1漁場内のl

漁獲が少量である場合日

新漁場を調査する。　．

ほ1各場景］を筆回：当意して■

静て）発見かナ九だ■広範錆

に軽業する（

漁況によるb魚の湛泳方向

の先端をねらって各龍の先

頭方向を探す（．

（11漁況による＝‥　再塵操業≡魚深反応点割に予計入った

する場合は魚群の塀泳方■　ヵ入らなかったりすると漁

向で各線の先端を課す。∴喝消滅近しTが，漁場がつぶ

（2・1漁況思わしくなく船多：れなし1還り各垢操業か先端

い場合は各泊から難れて

調査する〔

を探す。
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調査亭丁をi

ノ冬までの

ゝ・轟拍牒

ト．1■∴■1■1

葦珠年数

撫頒グル

ープの有

‡那：

1年間の

臼導水損

金啓

2　口年

4．5万′′

L i
l

8．2万〆

一一一一－一一　一　　トl・一　　　　　　一

14鐘　　　　】
1

1．．．▼＿一＿＿＿．＿＿＿＋▼▼▼＿▼．＿＿＋！＿＿，1．．【，▼．．＋

知合′，舟グループ（．滴る冊郭太平洋全部の通路だけ∃

が矩殊沌絡はしかハ。　：でグループだけの連絡はな

い√、。

屠低1億

1．5－2億目標

J治にかゝ幸　1日10万円

る緯費　目燃料，食増，氷水のみ）

問頂点再伸　人員不足

東低1億

7奇

1〇巧で宝1二・か合った
十
－
」
1

仙
ち

▲
∵

一
人

CB、FSの情報をもらって

ノーるぐ，
1

1

1

L

＿　　　　　．＿＿⊥　　＿

1．5條

年　　5，000万円

7万〆

2年

レ
．
充はプレノダ凛無

トー▲一一一∴▲＝

＝

：

・

・

⊥

・

－

＝

一
一
：
只嘉

川
　
が

1肇づつ穀絡魂をおいてお

き唱号では貴く情報はもら

！っている一

1日　　7万円

粗
l

八
m

′
．
し
＼

氷水のみ）

1．5億

】

不　明

ト

（、1）人員不足解消のため1日1）乗組員不足

そう旋を検討しているが．†柑1食糧の実質的な向上

イワシ，ブリ類の漁業が上潮　休∃の設定

出来ないので考慮中でち日射　歩合の向上
l

る。

調査船
‾‾‾‾　‾‾‾」「‾一▲‾▲‾■‾－‾

F

＿．　．　　＿　－－－　　　　　一・・－－‾　・．　‾■－　▼　‾‾、－

l

l

＿－－ト

揚網終千普通はその付近（魚群の移】各般操業している汐一止乃
l

≡後の行動博した方向）を調査　！至南側を探す0発見をけれ

ば各拾付近から北側を採乳；1　　　　　■

l＿▼－一・・・．＿＿－－▼＿・＋　　　－＋　　　－

う ，　　‾多

再置夜半の場合，汐上を探

すのが常軌　それでもいない

場合各船の入れ模様からそ

各碇の先端方向呑探す。

（大部分は同一方向をなす）

発見なければ少しでも反応

E

5．27ブイ

2年

特別のグループは夜い。】イ

県内各地の校風は．笥く，あ

と定時連絡・こつみ。

1・5億　　】
1

1

1日　占～8．5フ了円

（燃料，食糧，氷し＝te）

J

操業中風汐に流されるので

汐上に向って粟す。
、
」
／
丑
日
　
誌
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調査鳩 l岳　　 K －　　 L　 ‡　　 M
N 1　　　　　　 0 P

（参考）親は群の先端】】 L その先方向を探す。発 南から丘よおにその後享探す。

ー
にあり仔は後方女の

二で各垢の魚体によっ
1
1
l

見なければ各船の南か 北側へと腰に探す。 lr

て先の方句か後かを
判断する。

ら南丘を廻り各伯の北

例に出て探索する。

Fl
l

度 量完封　 2 5 0 トン

l l

6．5万〆■ 　　　 6万〆
l

r
1 1 0万〆
11

　　 4万〆

【
8万〆

芸も㌫ 室　 4 年
　 1 口皐

】

1 5生 1 4年　 」 ・　　　　 2　0年
】　 4　年

簗碑グル 】
‡ ＋㍉
l
F
弓
】l l．5億
t

無 、－ブの有 定時連絡以にはない
額

1年間の
冒壌水揚 解答なし
金額

無 　 ・無
ll

！（禦 讐芸蓋給 ）

1．5億

J
lL l・5 倍（最低）

L

2 億 1．5億

沿にか 　ゝ　　 ノシ

る経費

1 月 5 0 0～… 万

（大仲経費十最低保証）

5 年 8，0 0 0万円

】

　　 】
1日 2 0万円程蟹 l

　　I
不　 明 不　 明

間 顎 点

l∈

1

日

ク Ll）人員不足　投網画数減少 ＝1）硯在までの省力機

頑で相当省力される

r‡

1

伸　 人員不足

　 上　漁獲減少

r21 化繊網糸は紫外線

1 ㌔ 芸警芸雷雲崇 ・　　 ∃

に弱しへ。 ト 元の人数を要する。
jr2＼ネット。－ラ～，．ウ

幸 吉議 至芸至芸票差

l　 t　l　】　l　【　l　l

r ・

l l

　L

い3）型悪霊霊雷雲芸禁 ∈　　 F

】
！ 欲しし1。 ‡

ヽ

¶
ノ、

ノ
う為

▼


